
１ 令和7年度の重点目標

２ 自己評価結果に対する学校関係者評価
A 達成している B おおよそ達成している C あまり達成していない D 達成していない

３ 次年度の課題と改善方策

①

②

③

令和７年度　学校評価報告

①社会の変化に応じた教育活動の推進
②多様な他者と関わる力の育成
③社会で生きて働く資質・能力の確実な育成と進路実現に向けた支援の充実
④安全・安心な居場所としての環境整備
⑤教育の質を高め、学びを保障するための資質・能力の向上対策の研究・実施

評価
分野

評価項目

自己評価 学校関係者評価

自己評
価結果

改善の方策
自己評価
の適切さ

改善策の
適切さ

管
理
運
営

社会の変化に応じた教育活動
を推進している。 Ｂ

・基礎学力の育成の取組や要配慮生徒への対
応の取組を発展させていく。
・保護者、中学校、地域に向けて本校の取り
組みを適切に積極的に発信していく。

Ａ Ａ

学校関係者評価委
員会における意見

震災から15年が経過し、国からの交付金がこれまで以上に減ってくることはやむを得ない
が、何とか知恵を絞って、生徒の良い成長に策を講じてほしい。

学
習
指
導

教育の質を高め、学びを保障
するため、資質・能力の向上
対策を研究・実施している。

Ｂ
・探究学習の指導について、これまでの成果を
整理し、各年次生徒の支援体制を整える。
・先進事例等の新手法について研修を深め、本
校生徒に合う指導展開の開発を進める。

Ａ Ａ

学校関係者評価委
員会における意見

探究への取組において様々な興味を持って生徒は取り組んでいた様子がうかがえた。さらに
発展させていくために、成果の整理をし、指導計画を発展させてほしい。

生
徒
指
導

多様な他者と関わる力を育成
している。 Ａ

・特別活動等での場面設定等を工夫し、円滑
な人間関係を構築する能力を育む。
・本校独自の部活動の理念について理解を求
め、生徒主体の活動を推進する。

Ａ Ａ

学校関係者評価委
員会における意見

部活動の自発性を重視した位置づけやねらいは、生徒に経験を積ませる良いものと感じる。
生徒も教員もできる範囲で適正な多くの部活動が行われることを望む。

進
路
指
導

社会で生きて働く資質・能力
の確実な育成を行い、また、
進路実現に向けた支援を充実
させている。

Ａ

・各年次での進路目標に向けた取組を年間を
通じて集会やLHR等で充実させる。
・就労移行支援機関との連携を深め、必要に
応じた支援計画を作成し実行する。

Ａ Ａ

学校関係者評価委
員会における意見

障害者手帳や療育手帳などを持つを各種の支援機関に繋げてくれる試みは、大変有難いこと
であるので、ぜひ継続してほしい。

環
境
整
備

安全・安心な居場所としての
環境を整備している。 Ａ

・来年度に実施される校舎中規模改修の機も
活かし施設の安全維持･管理を図る。
・生徒の学校生活支援の拡充を図るため、関
係諸機関や団体との協働を進める。

Ａ Ａ

探究的な学習と指導法の進化　 指導法の研究により、個々の生徒の探究で能動的な学習活動を進化させる。

諸活動への取組による経験の獲得 学習･行事･進路･校内外の諸活動への参加を促し、経験知の向上を図る。

学校関係者評価委
員会における意見

中規模改修が順調に実施され、これまで以上に学習環境の安全性が高まることを期待する。
ＳＣ・ＳＳＷの役目は大きいので、配置の充実が維持されていくことを望む。

次年度の課題 改善方策

要配慮生徒への各種支援の充実 各種機関との連携をさらに図り、生活上の支援や学習活動での支援を充実させる。
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